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1. はじめに
開発プロジェクトには，納期という期限があるためス

ケジュール管理は重要である．しかし，現在の開発プロ
ジェクトは，スケジュールどおりの期日までに完了せず，
遅延が発生することが多い．プロジェクトマネージャ(以
下 PM)は遅延しているタスクに対処し，プロジェクト
を期日に間に合わせる責任がある．しかし，遅延が発生
してから対処しても，そのタスクの遅延を軽減すること
は難しい．開発プロジェクトの遅延に対し効果的に対処
するためには，タスクの遅延をあらかじめ予測し，事前
に対処することが必要である．
一方，PMはスケジュール見積もりを自身の経験と勘

に頼っていることがある [1]．この場合，PM個人ごとに
見積もりに差があることや，勘が外れることがあるとい
う問題がある．したがって，PM自身の主観的な情報で
は，スケジュール予測の妥当性に欠け，タスクの遅延を
事前に発見することは難しい．PMは，より客観的な情
報を用いてスケジュール予測をし，タスクの遅延を事前
に発見できなければならない．
本稿では，より客観的な情報として，メンバのある状

況下での作業速度を用いたスケジュール予測をすること
で，資源投入が必要なタスクを発見する手法を提案する．
本手法により，タスクの遅延を発生前に予測でき，PM
は事前に対処できる．

2. メンバの状況からの遅延予測
タスクの遅延を予測するためには，タスクを担当して

いるメンバの作業をこなせる速さがわからなければなら
ない．作業をこなせる速さがわかると，作業の完了日を
予測できるからである．したがって，メンバの作業をこ
なせる速さを考慮したスケジュール予測が必要となる．
メンバの作業をこなせる速さは，そのメンバの状況によ
り変化する [2]．たとえば，長時間労働が続いたことに
より，体調が悪化し作業に支障が出ることで，作業をこ
なせる速さが低下することが考えられる．この場合，現
時点ではそのタスクに遅延はないとしても，後に遅延が
発生する可能性がある．タスクの遅延を予測し事前に対
処するために，PMはメンバの状況を把握しなければな
らない．

3. 要資源投入作業の発見
3.1 状況と作業速度によるスケジュール予測
本稿では，各メンバの作業環境などの特定の状況下に

おける作業速度を分析し，スケジュールを予測すること
で，資源投入が必要なタスクを発見する手法を提案する．
本手法により，プロジェクト進行中のある時点における
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メンバの状況から，そのときの作業速度を予測できる．
この予測された作業速度を基に各メンバのタスクの完了
日を予測し，あらかじめ設定されていたタスクの完了日
との差を見ることで，遅延が発生するかがわかる．した
がって，そのタスクの遅延は発生前に予測でき，事前に
対処することが可能となる．事前対処が必要なタスクに
対しどのような対処をするかは，PMが決定する．本稿
では，遅延するタスクへ投入する追加メンバや，現場を
改善するために費やす PMの時間などを資源とし，対処
のために資源を用いることを資源投入という．
スケジュール予測のために，以下の指標を用いる．

作業速度 メンバの状況により変化する一定期間あたり
のタスクの進捗具合

進捗度 タスクの全工数における完了工数の割合

作業速度は，過去の開発プロジェクトでの，そのメン
バの状況とそのときの作業速度から算出する．進捗度は，
進捗報告によって把握する．進捗度から算出できる残り
工数とメンバの現状況における作業速度からスケジュー
ルを予測する．
スケジュール予測の例を図 1に示す．メンバ Aと B

に対して，進捗度と現状況を調査し，進捗度から残り工
数を，現状況から作業速度を算出する．残り工数と作業
速度を考慮することで現在から先のスケジュールを予測
する．この予測結果を見ることで，PMはそのタスクが
遅延するかどうかがわかる．メンバBの作業速度が低下
しており，タスクに遅延が発生するとわかったので，こ
のタスクに対し，PMは対処する必要がある．タスクに
遅延が発生することをあらかじめ予測することで，PM
は事前に対応策を練る余裕を持てる．

3.2 メンバの状況と作業速度
メンバの作業速度を変化させるメンバの状況とは，メ

ンバのストレス状況である．このストレス状況には，時

PM メンバAメンバB

予定完了日
日付

現在 予測完了日
メンバA メンバB

予測された遅延進捗度状況 予測

把握対処
残り工数作業速度 残り工数÷作業速度実績：予定：

図 1: 予測スケジュールからの遅延発見とその対処
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間的余裕，意思疎通上のストレス，タスク上のストレス
という 3つの要因がある．時間的余裕とは，現在からメ
ンバが担当するタスクの予定完了日までの日数である．
意思疎通上のストレスとは，プロジェクト内でメンバが
関わる人間と意思疎通を取る，あるいは取ることになっ
たときにかかるストレスである．タスク上のストレスと
は，作業環境や労働時間などによるストレスである．ス
トレス状況は，プロジェクト進行中に変動する．
メンバの作業速度を算出するために，メンバの状況を

調査する．メンバのストレス状況は，そのストレスを測
れるアンケートにより取得できる [3]．メンバのアンケー
ト結果から，ストレス要因ごとにストレスの大きさを数
値化し，これをメンバの状況とする．PMが多忙で現場
へ足を運べないときでも，アンケートの利用により，現
場のメンバの状況を把握できる．また，アンケートはメ
ンバが自主的に記入できるため，現場に何か問題があれ
ばアンケートの結果を通してメンバがPMに通知できる．
3.3 メンバのタイプ別分類による作業速度予測
スケジュール予測のために，メンバの現状況から作業

速度を推定する必要がある．そのため，メンバの状況か
ら作業速度を算出できるように，過去のプロジェクトで
のそのメンバの状況とそのときの作業速度をあらかじめ
同定して対応付けておく．
状況と作業速度の対応付けの例を示す．まず，メンバ

Aの前回進捗報告時から今の進捗報告時までの進捗度の
変化がわかる．この進捗度の変化から，1日あたりに完
了した工数を算出する．そして，この工数を前回進捗報
告時におけるメンバ Aの状況の作業速度とする．
今までで初めての状況にメンバが陥った場合，そのメ

ンバの過去のプロジェクトでの対応付けからは，作業速
度を算出できない．この場合は，他のメンバの対応付け
から作業速度を予測する．この予測をするために，あら
かじめ，過去の対応付けが似たメンバをタイプとして分
類しておく．あるメンバの初状況での作業速度は，その
メンバの同タイプのメンバの対応付けから予測する．こ
のような予測により，予測に必要なメンバを容易に選定
でき，精度の高い作業速度の予測ができる．

3.4 スケジュール予測による要資源投入作業の発見
タスクを担当しているメンバの現状況から，そのとき

の作業速度を算出しスケジュールを予測することで，そ
のタスクは対処が必要かどうかがわかる．タスクの進捗
度から，残り工数を算出する．この残り工数と作業速度
より，現時点からそのタスクが完了するまで必要な日数
を予測できる．この予測によってわかった作業の完了日
を予測完了日とする．予測完了日が，プロジェクト計画
時に設定された予定完了日よりも後であれば，そのタス
クは遅延することになり対処が必要となる．
図 2にスケジュール予測の例を示す．メンバAのタス

クの進捗度からそのタスクの残り工数，メンバAの現状
況と分類タイプから作業速度を算出する．算出された作
業速度と残りの工数から，このタスクが完了する日を予
測する．予測の結果，予測完了日が予定完了日を越えて
いたため，このタスクは遅延することがわかる．このタ
スクに対し，PMは対処しなければならない．このよう
に，スケジュールを予測することで，資源投入を必要と
する作業を発見できる．

日数
前回進捗報告時 今回進捗報告時

0 7予定タスク 10

予定完了日
・・・ 0.8745状況4

?634状況3

0.9723状況2

1352状況1

作業速度TCL

・・・ 0.8745状況4

?634状況3

0.9723状況2

1352状況1

作業速度TCL

メンバAの状況と作業速度の対応付け

現状況進捗度 実績：予測：メンバA

スケジュールを予測 遅延

L: 時間的余裕
C: 意思疎通上のストレス
T: タスク上のストレス状況

図 2: スケジュール予測による遅延の発見

4. 遅延に対する対処法決定支援
本手法の利点は，メンバの状況を把握することで，ス

ケジュールを予測できることである．本手法では，メン
バの状況とそのときの作業速度を対応付けている．図 2
における各メンバの状況と作業速度の対応付け，メンバ
の現状況，予測されたスケジュールを PMに提示するこ
とにより，メンバ状況のどのストレス要因を改善すれば
どの程度作業速度を改善できるかを，PMは把握可能で
ある．したがって，PMは，どの対処法ではどれくらい
遅延に対して効果があるのかを予測できる．たとえば，
現場でメンバとその上司の仲が悪く，メンバの問題をそ
のメンバが上司に相談できないため，作業速度が低下し
ていたとする．そこで，PMがメンバとその上司の間に
入り仲を改善することで，メンバの意思疎通上のストレ
スを改善する．メンバの状況と作業速度の対応付けから，
ストレス改善後の作業速度を求められ，この作業速度か
ら改善後のスケジュールも予測できる．

PMがとれる対処法は，いくつかある．各対処法にお
いて，メンバの状況のどのストレス要因を改善できるの
かを関連付けることで，各対処法を実行したときのスケ
ジュールを予測できる．このスケジュール予測から，ど
の対処法が遅延に対し効果が高いかを比較できるので，
PMは最善の対処法を選択できる．本手法は，タスクに
遅延が予測されたときに，PMに対し，どのような対処
法で臨めばよいかの意思決定支援もできる．

5. おわりに
本稿では，メンバの状況とそのときの作業速度からス

ケジュールを予測し，資源投入が必要なタスクを発見す
る手法を提案した．本手法により，タスクの遅延を発生
前に予測することができ，PMはその遅延に対し事前対
処が可能となる．今後は，本手法を実装し，有効性を検
証するための実験をする．
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